
(57)【要約】

【課題】　使用者が超音波画像診断装置に近接している

状況および離れている状況のいずれでも、使用者が表示

を的確に目視することを可能とし、これにより効率の良

い診断を可能とする。

【解決手段】　表示部２０を備え、位置センサ３１およ

び距離測定部１６によって、この表示部２０と使用者と

の距離を測定する。表示制御部１９は、メモリ部１２に

記憶される画面データを更新することによって、表示部

２０が表示する画像が測定された距離に応じて変化する

ように表示部２０を制御する。

【選択図】　　　図１

JP 2006-167043 A 2006.6.29



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 器 と 、
　 前 記 表 示 器 と 使 用 者 と の 距 離 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
　 前 記 表 示 器 が 表 示 す る 画 像 が 前 記 距 離 に 応 じ て 変 化 す る よ う に 前 記 表 示 器 を 制 御 す る 制
御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 表 示 器 に 表 示 さ れ る オ ブ ジ ェ ク ト の う ち の 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト の
大 き さ を 前 記 距 離 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト は 、 超 音 波 を 利 用 し て 生 成 さ れ た 被 検 体 内 部 画 像 、 前 記 被 検 体 内 部 画
像 の ス ケ ー ル を 表 す 画 像 、 前 記 被 検 体 内 部 画 像 の 生 成 条 件 を 表 す 画 像 、 診 断 対 象 と す る 部
位 を 示 す ボ デ ィ マ ー ク 、 あ る い は 前 記 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 制 御 用 ス イ ッ チ を 示 す 画 像 の
少 な く と も い ず れ か １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト を 診 断 内 容 に 応 じ て 定 め る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト を 人 為 的 な 設 定 に 応 じ て 定 め る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 距 離 に 応 じ た 前 記 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト の 大 き さ の 変 化 量 を 人 為 的
な 設 定 に 応 じ て 定 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト の 大 き さ を 標 準 サ イ ズ か ら 変 化 さ せ て か ら 規
定 時 間 が 経 過 し た こ と に 応 じ て 、 ま た は 人 為 的 に サ イ ズ 変 更 の 解 除 が 指 示 さ れ た こ と に 応
じ て 、 前 記 特 定 の オ ブ ジ ェ ク ト の 大 き さ を 前 記 標 準 サ イ ズ に 戻 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ メ ー ジ ン グ 画 像 を リ ア ル タ イ ム に 表 示 す る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 画 像 診 断 装 置 は 、 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 内 部 画 像 を リ ア ル タ イ ム で 生 成 し 、 表
示 す る 。 医 師 な ど の 使 用 者 は 、 超 音 波 探 触 子 を 操 作 し な が ら 、 超 音 波 画 像 診 断 装 置 に よ り
表 示 さ れ る 画 像 に 基 づ い て 診 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 超 音 波 画 像 診 断 装 置 を 用 い る 医 療 現 場 に お い て は 、 超 音 波 画 像 診 断 装 置 と 被
検 体 と の 位 置 関 係 に よ っ て は 、 使 用 者 が 超 音 波 画 像 診 断 装 置 か ら 離 れ た 位 置 で 超 音 波 探 触
子 を 操 作 し な け れ ば な ら な い こ と が あ る 。 そ し て こ の よ う な 環 境 に お け る 診 断 の 効 率 化 を
実 現 す る た め の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 な
お 特 許 文 献 １ で は 、 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス に よ る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 遠 隔 操 作 を 可 能 と す
る こ と に よ り 、 上 記 の よ う な 環 境 に お け る 操 作 性 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス に て 被 検 体 内 部 画 像 な ど の 表 示 を 行 う こ と は 現 実 的
で は な い 。 従 っ て 被 検 体 内 部 画 像 な ど の 表 示 に つ い て は 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 本 体 に 設 け
ら れ た 表 示 器 に よ り 行 う こ と に な る 。 こ の た め 、 使 用 者 は 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 表 示 を 離
れ た 位 置 か ら 目 視 す る こ と に な る た め 、 そ の 表 示 の 内 容 の 判 別 が 困 難 に な る 恐 れ が あ っ た
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。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 超 音 波 画 像 診 断 装 置 は 、 被 検 体 内 部 画 像 の 一 部 を 詳 細 に 診 断 す る こ と を 可 能 と す る
た め に 、 被 検 体 内 部 画 像 を 拡 大 表 示 す る 機 能 を 一 般 的 に 備 え る 。 し か し な が ら こ の よ う な
拡 大 表 示 を 行 う た め に は 、 使 用 者 は そ の た め の 操 作 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ３ ９ ０ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う に 従 来 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 は 、 離 れ た 位 置 か ら の 表 示 の 目 視 を 考 慮 し て お
ら ず 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 の た め に 使 用 者 が 超 音 波 画 像 診 断 装 置 か ら 離 れ て い る 状 況 で の
診 断 の 効 率 の 低 下 を 招 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 使
用 者 が 超 音 波 画 像 診 断 装 置 に 近 接 し て い る 状 況 お よ び 離 れ て い る 状 況 の い ず れ で も 、 使 用
者 が 表 示 を 的 確 に 目 視 す る こ と を 可 能 と し 、 こ れ に よ り 効 率 の 良 い 診 断 を 可 能 と す る 超 音
波 画 像 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 表 示 器 と 、 前 記 表 示 器 と 使 用 者 と の 距 離 を 測 定
す る 測 定 手 段 と 、 前 記 表 示 器 が 表 示 す る 画 像 が 前 記 距 離 に 応 じ て 変 化 す る よ う に 前 記 表 示
器 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え て 超 音 波 画 像 診 断 装 置 を 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 使 用 者 が 超 音 波 画 像 診 断 装 置 に 近 接 し て い る 状 況 お よ び 離 れ て い る 状
況 の い ず れ で も 、 使 用 者 が 表 示 を 的 確 に 目 視 す る こ と を 可 能 と し 、 こ れ に よ り 効 率 の 良 い
診 断 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の
超 音 波 画 像 診 断 装 置 は 、 本 体 １ 、 超 音 波 探 触 子 ２ お よ び ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 超 音 波 探 触 子 ２ は 、 被 検 体 Ｐ に 対 し て 超 音 波 を 放 射 す る 。 超 音 波 探 触 子 ２ は 、 被 検 体 Ｐ
の 内 部 で の 反 射 超 音 波 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ は 、 使 用 者 に よ っ て 携 帯 さ れ る ハ ン デ ィ な 操 作 用 の デ バ イ ス で あ
る 。 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ は 、 操 作 パ ネ ル ３ ０ 、 位 置 セ ン サ ３ １ お よ び ワ イ ヤ レ ス 通 信 部
３ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 操 作 パ ネ ル ３ ０ は 、 複 数 の キ ー ス イ ッ チ 等 を 含 み 、 使 用 者 に よ る 操 作 を 受 け 付 け る 。 操
作 パ ネ ル ３ ０ は 、 使 用 者 の 操 作 の 内 容 を 示 す コ マ ン ド を 出 力 す る 。 位 置 セ ン サ ３ １ は 、 本
体 １ に 対 す る 相 対 的 な 位 置 を 検 出 す る 。 位 置 セ ン サ ３ １ は 、 検 出 し た 位 置 を 示 す 位 置 情 報
を 出 力 す る 。 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 ３ ２ は 、 上 記 の 操 作 コ マ ン ド お よ び 上 記 の 位 置 情 報 を 、 電
波 や 赤 外 線 等 を 利 用 し て 本 体 １ に 向 け て 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 体 １ は 、 送 受 信 部 １ ０ 、 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ １ 、 メ モ リ 部 １ ２ 、 操 作 パ ネ ル １ ３ 、
ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ 、 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ ５ 、 距 離 測 定 部 １ ６ 、 設 定 記 憶 部 １ ７ 、 設
定 変 更 部 １ ８ 、 表 示 制 御 部 １ ９ お よ び 表 示 部 ２ ０ を 含 む 。 な お 。 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ ５
、 距 離 測 定 部 １ ６ 、 設 定 変 更 部 １ ８ お よ び 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 例 え ば プ ロ セ ッ サ に よ る ソ
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フ ト ウ ェ ア 処 理 に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 送 受 信 部 １ ０ は 、 超 音 波 の 放 射 を 行 わ せ る た め の 信 号 を 超 音 波 探 触 子 ２ に 送 る 。 送 受 信
部 １ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ が 反 射 超 音 波 を 受 信 し て 出 力 し た 反 射 信 号 を 受 信 し 、 こ の 反 射
信 号 に 基 づ い て 被 検 体 内 部 画 像 を 生 成 す る 。 被 検 体 内 部 画 像 と は 、 被 検 体 の 内 部 に 関 し て
超 音 波 を 利 用 し て 取 得 さ れ る 各 種 の 情 報 を 表 す 画 像 で あ る 。 被 検 体 内 部 画 像 に は 例 え ば 、
被 検 体 の 臓 器 お よ び 血 流 の 断 層 像 や ３ 次 元 像 の よ う な 再 構 成 画 像 が 含 ま れ る 。 ま た 、 被 検
体 内 部 画 像 に は 例 え ば 、 臓 器 お よ び 血 流 に 係 わ る 計 測 値 や そ の 変 化 を 表 す テ キ ス ト 画 像 や
グ ラ フ な ど が 含 ま れ る 。 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ １ は 、 被 検 体 内 部 画 像 を 表 示 部 ２ ０ で の 表
示 に 適 し た 表 示 デ ー タ に 変 換 す る 。 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ １ は 、 上 記 の 表 示 デ ー タ を メ モ
リ 部 １ ２ に 書 き 込 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 パ ネ ル １ ３ は 、 複 数 の キ ー ス イ ッ チ 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス 等 を
含 み 、 使 用 者 に よ る 操 作 を 受 け 付 け る 。 操 作 パ ネ ル １ ３ は 、 使 用 者 の 操 作 の 内 容 を 示 す 操
作 コ マ ン ド を 出 力 す る 。 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ は 、 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 ３ ２ か ら 送 信 さ れ る
デ ー タ を 受 信 す る 。 な お ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ ， ３ ２ は 、 デ ー タ の 電 送 媒 体 と し て 電 波 や
赤 外 線 等 を 利 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ ５ は 、 診 断 内 容 な ど に 応 じ た 適 切 な イ メ ー ジ ン グ 処 理 が 行 わ れ る
よ う に 送 受 信 部 １ ０ お よ び ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ １ を 制 御 す る 。 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ ５
は 、 操 作 パ ネ ル １ ３ か ら 出 力 さ れ る 操 作 コ マ ン ド や ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ に よ り 受 信 さ れ
た デ ー タ に 含 ま れ る 操 作 コ マ ン ド に 応 じ て 診 断 内 容 な ど を 決 定 す る 。 ま た イ メ ー ジ ン グ 制
御 部 １ ５ は 、 診 断 内 容 な ど を 表 示 制 御 部 １ ９ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 距 離 測 定 部 １ ６ は 、 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ に 含 ま れ る 位 置 情 報 に 基
づ い て 本 体 １ と ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ と の 距 離 を 測 定 す る 。 設 定 記 憶 部 １ ７ は 、 後 述 す る
拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を い ず れ と す る か の 設 定 情 報 を 記 憶 す る 。 こ の 設 定 情 報 は 、 予 め 定
め ら れ た デ フ ォ ル ト 値 お よ び 使 用 者 に よ り 指 定 さ れ た 値 を 含 み 得 る 。 設 定 変 更 部 １ ８ は 、
操 作 パ ネ ル １ ３ ， ３ ０ な ど を 使 用 し て な さ れ た 使 用 者 か ら の 指 示 に 応 じ て 、 設 定 記 憶 部 １
７ に 記 憶 さ れ た 設 定 情 報 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 表 示 部 ２ ０ に 表 示 さ せ る 画 面 を 表 す 画 面 デ ー タ を 作 成 し 、 メ モ リ 部
１ ２ に 書 き 込 む 。 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 予 め 容 易 さ れ た 複 数 の オ ブ ジ ェ ク ト の デ ー タ を 組 み
合 わ せ る こ と に よ り 画 面 デ ー タ を 作 成 す る 。 上 記 の オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 プ ロ ー ブ マ ー ク 、
ボ デ ィ マ ー ク 、 オ ー ト デ ー タ 、 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ １ に よ り メ モ リ 部 １ ２ に 書 き 込 ま れ
た 表 示 デ ー タ 、 タ ッ チ コ マ ン ド ス ク リ ー ン （ Ｔ Ｃ Ｓ ） や グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー
ス （ Ｇ Ｕ Ｉ ） メ ニ ュ ー 用 の ス イ ッ チ や ア イ コ ン な ど を 含 む 。 ま た 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 後 述
す る よ う に 、 表 示 中 の 画 面 に 含 ま れ る オ ブ ジ ェ ク ト の 一 部 を 拡 大 す る 機 能 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 超 音 波 を 利 用 し た 情 報 の 取 得 と 、 こ の 取 得 し た 情 報 に 基 づ く 被 検 体 内 部 画 像 の 生 成 と は
、 従 来 よ り あ る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 と 同 様 に し て 行 わ れ る 。 そ し て 被 検 体 内 部 画 像 は 、 １
つ の オ ブ ジ ェ ク ト と し て 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 中 に 示 さ れ る 。 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る
画 面 に は 、 被 検 体 内 部 画 像 の 他 に も 前 述 し た 各 種 の オ ブ ジ ェ ク ト が 予 め 決 め ら れ た 配 置 で
含 め ら れ る 。 こ の よ う に 表 示 さ れ た 画 面 で は 、 操 作 者 は 従 来 装 置 と 同 様 に 画 質 パ ラ メ ー タ
を 調 整 し 、 被 験 者 に 対 し て 最 も 適 し た 画 質 を 設 定 し 、 検 査 に あ た る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 と こ ろ で ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ は 、 使 用 者 に よ っ て 携 帯 さ れ 、 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 操
作 の た め に 利 用 さ れ る 。 こ の た め 、 本 体 １ に 対 す る ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ の 相 対 的 な 位 置
は 、 使 用 者 の 移 動 に 伴 っ て 変 化 す る 。 本 体 １ に 対 す る ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ の 相 対 的 な 位
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置 は 、 位 置 セ ン サ ３ １ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 そ し て 位 置 セ ン サ ３ １ は 、 検 出 し た 位 置 を 示
し た 位 置 情 報 を 生 成 す る 。 こ の 位 置 情 報 は 、 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 ３ ２ に よ っ て ワ イ ヤ レ ス 送
信 さ れ 、 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ に よ っ て 受 信 さ れ る 。 ワ イ ヤ レ ス 通 信 部 １ ４ に よ っ て 受 信
さ れ た 位 置 情 報 が 距 離 測 定 部 １ ６ に 入 力 さ れ る と 、 距 離 測 定 部 １ ６ は そ の 位 置 情 報 に 基 づ
い て 本 体 １ と ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ と の 距 離 を 測 定 す る 。 な お 、 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ は
、 医 師 な ど の 使 用 者 に よ っ て 携 帯 さ れ 、 こ の 従 っ て 、 距 離 測 定 部 １ ６ が 測 定 す る 距 離 は 、
表 示 部 ２ ０ と 使 用 者 と の 距 離 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ て 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 上 述 の よ う に 表 示 部 ２ ０ に よ り 画 面 が 表 示 さ れ て い る 状 況 に お
い て は 、 図 ２ に 示 す よ う な 処 理 を 別 途 実 行 す る 。 表 示 制 御 部 １ ９ は ス テ ッ プ Ｓ ａ １ に お い
て 、 上 記 の よ う に 距 離 測 定 部 １ ６ に よ っ て 測 定 さ れ た 距 離 （ 以 下 、 測 定 距 離 と 称 す る ） が
閾 値 以 上 に な る の を 待 ち 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 末 梢 血 管 等 を 検 査 す る 場 合 な ど に お い て 、 使 用 者 が 本 体 １ か ら 離 れ た 状 態 で 検 査 が 行 わ
れ る こ と が あ る 。 使 用 者 が 本 体 １ か ら 一 定 距 離 以 上 離 れ る こ と に よ っ て 測 定 距 離 が 閾 値 以
上 に な っ た な ら ば 、 表 示 制 御 部 １ ９ は ス テ ッ プ Ｓ ａ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ａ ２ へ 進 む 。 ス テ ッ
プ Ｓ ａ ２ に お い て 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 設 定 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ た 設 定 情 報 に て 拡 大 対 象
オ ブ ジ ェ ク ト と し て 設 定 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト の 表 示 サ イ ズ を 拡 大 す る よ う に 画 面 デ ー
タ を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト の 近 く に 拡 大 対 象 で は な い 別 の オ ブ ジ ェ ク ト が 配 置 さ れ る 場 合 、
こ の オ ブ ジ ェ ク ト と 拡 大 し た オ ブ ジ ェ ク ト と が 重 な っ て し ま う こ と が あ り 得 る 。 こ の よ う
な 場 合 に は 、 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 優 先 的 に 表 示 す る こ と が 好 ま し い 。 拡 大 対 象 オ ブ ジ
ェ ク ト を 優 先 的 に 表 示 す る た め に は 、 拡 大 対 象 で は な い オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ
ク ト に よ っ て 隠 さ れ る 状 態 で 表 示 し た り 、 拡 大 対 象 で は な い オ ブ ジ ェ ク ト を 縮 小 し て 表 示
し た り す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト は 、 診 断 内 容 に 応 じ て デ フ ォ ル ト 値 が 個 別 に 定 め ら れ て い る 。 こ
の デ フ ォ ル ト 値 で は 例 え ば 、 ド プ ラ モ ー ド で は 血 流 の 流 速 が 大 切 で あ る の で 、 流 速 表 示 な
ど が 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト と さ れ る 。 こ の よ う な デ フ ォ ル ト の 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト の そ
れ ぞ れ に つ い て 拡 大 対 象 の 解 除 や 設 定 が 使 用 者 に よ り 指 示 さ れ た 場 合 、 そ の 指 示 を 反 映 す
る よ う に 設 定 変 更 部 １ ８ が 設 定 情 報 を 更 新 す る 。 設 定 変 更 部 １ ８ は 、 デ フ ォ ル ト に 含 ま れ
な い オ ブ ジ ェ ク ト を 、 操 作 者 の 指 示 に 応 じ て 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 追 加 可 能 と し て も 良
い 。 こ れ に よ り 、 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト は 使 用 者 の ニ ー ズ に 応 じ て 任 意 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 し た の ち に 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ ３
乃 至 ス テ ッ プ Ｓ ａ ４ の 待 ち 受 け 状 態 に 移 行 す る 。 こ の 待 ち 受 け 状 態 に お い て 表 示 制 御 部 １
９ は 、 測 定 距 離 が 閾 値 未 満 と な る か 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ ２ に て 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 し
た 時 点 か ら 規 定 時 間 が 経 過 す る か 、 あ る い は 拡 大 解 除 指 示 が な さ れ る の を 待 ち 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 使 用 者 が 本 体 １ の 近 く に 戻 っ た こ と に よ っ て 測 定 距 離 が 閾 値 未 満 に な っ た な ら ば 、 表 示
制 御 部 １ ９ は ス テ ッ プ Ｓ ａ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ａ ６ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ａ ６ に お い て 表 示 制
御 部 １ ９ は 、 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 標 準 サ イ ズ に 戻 す よ う に 画 面 デ ー タ を 更 新 す る 。 こ
の の ち に 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ １ の 待 ち 受 け 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ ２ に て 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 し た 時 点 か ら 規 定 時 間 が 経 過 し
た な ら ば 、 表 示 制 御 部 １ ９ は ス テ ッ プ Ｓ ａ ４ か ら ス テ ッ プ Ｓ ａ ７ に 進 む 。 ま た 、 使 用 者 が
操 作 パ ネ ル １ ３ ， ３ ０ を 利 用 し て 拡 大 解 除 を 指 示 し た 場 合 、 表 示 制 御 部 １ ９ は ス テ ッ プ Ｓ
ａ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ ａ ７ に 進 む 。 そ し て ス テ ッ プ Ｓ ａ ７ に お い て 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 拡 大
対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 標 準 サ イ ズ に 戻 す よ う に 画 面 デ ー タ を 更 新 す る 。 な お こ の 場 合 に は 、
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使 用 者 は 本 体 １ か ら 離 れ た 状 態 の ま ま で あ る 。 そ こ で ス テ ッ プ Ｓ ａ ８ に お い て 表 示 制 御 部
１ ９ は 、 測 定 距 離 が 閾 値 未 満 に な る の を 待 ち 受 け る 。 す な わ ち 、 使 用 者 が 本 体 １ の 近 く に
戻 る の を 待 ち 受 け る 。 そ し て 使 用 者 が 本 体 １ の 近 く に 戻 っ た こ と に よ っ て 測 定 距 離 が 閾 値
未 満 に な っ た な ら ば 、 表 示 制 御 部 １ ９ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ ８ か ら ス テ ッ プ Ｓ ａ １ の 待 ち 受 け
状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 血 流 の 流 速 を 示 す 文 字 が 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て 表 示 部 ２
０ で 表 示 す る 画 面 の 一 例 を 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 。 図 ３ は 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら
れ た 文 字 が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ れ る 画 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に
定 め ら れ た 文 字 が 拡 大 さ れ た 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ に 示 す 画 面 が 表 示 部 ２ ０ に よ っ て 表 示 さ れ て い る と き に 使 用 者 が 本 体 １ か ら 一 定 距
離 以 上 離 れ る と 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 は 図 ４ に 示 す 画 面 に 変 更 さ れ る 。 使 用 者 が 本
体 １ の 近 く に 戻 る か 、 図 ４ に 示 す 画 面 に 変 更 し て か ら 規 定 時 間 が 経 過 す る か 、 あ る い は 使
用 者 に よ り 拡 大 解 除 が 指 示 さ れ た な ら ば 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 は 図 ３ に 示 す 画 面 に
戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 か く し て 、 ド プ ラ モ ー ド を 利 用 し た 血 流 検 査 を 行 っ て い る と き に 、 使 用 者 が 本 体 １ か ら
離 れ た な ら ば 、 流 速 を 示 す 文 字 が 自 動 的 に 拡 大 表 示 さ れ る 。 従 っ て 、 使 用 者 は 、 離 れ た 位
置 に あ る 表 示 部 ２ ０ で の 表 示 画 面 を 確 認 す る 場 合 に 、 流 速 を 的 確 に 判 別 す る こ と が 可 能 と
な る 。 こ れ に よ り 、 誤 診 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 効 率 良 く 検 査 を 行 う こ と が 可
能 と な る 。 具 体 的 に は 、 被 験 者 に 何 ら か の 数 値 的 異 常 が あ っ た 場 合 に 、 使 用 者 が 本 体 １ か
ら 離 れ て い て も そ の よ う な 異 常 を 即 時 に 診 断 し た り 、 精 密 検 査 へ 移 行 し た り す る こ と が 容
易 と な る 。 更 に 検 査 中 の 情 報 の 認 識 が 難 し い 小 さ な 表 示 に 基 づ く 場 合 に 比 べ て 、 表 示 の 誤
認 に 基 づ く 誤 診 が 生 じ る 可 能 性 は 低 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 と こ ろ で 、 Ｇ Ｕ Ｉ を 利 用 し た 操 作 を 受 け 付 け る 場 合 に は 、 Ｇ Ｕ Ｉ 用 の ス イ ッ チ が 拡 大 対
象 オ ブ ジ ェ ク ト と し て 適 当 で あ る 。 Ｇ Ｕ Ｉ 用 の ス イ ッ チ が 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら
れ て い る 場 合 に お い て 表 示 部 ２ ０ で 表 示 す る 画 面 の 一 例 を 図 ５ 乃 至 図 ７ に 示 す 。 図 ５ は 拡
大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ れ る 画 面 を 示 す 図 で あ る
。 図 ６ は 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 拡 大 さ れ た 画 面 に 第 １ の 例 を 示 す
図 で あ る 。 図 ７ は 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 拡 大 さ れ た 画 面 に 第 ２ の
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 画 面 が 表 示 部 ２ ０ に よ っ て 表 示 さ れ て い る と き に 使 用 者 が 本 体 １ か ら 一 定 距
離 以 上 離 れ る と 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 は 図 ６ ま た は 図 ７ に 示 す 画 面 に 変 更 さ れ る 。
な お 、 図 ６ は 画 面 の 左 側 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ の 複 数 が 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ
て い る 場 合 で あ り 、 図 ７ は 左 側 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ の う ち の ポ イ ン タ な ど に よ り 現 在 選
択 さ れ て い る ス イ ッ チ の み を 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト と す る 設 定 が な さ れ て い る 場 合 で あ る
。 使 用 者 が 本 体 １ の 近 く に 戻 る か 、 図 ６ ま た は 図 ７ の 画 面 に 変 更 し て か ら 規 定 時 間 が 経 過
す る か 、 あ る い は 使 用 者 に よ り 拡 大 解 除 が 指 示 さ れ た な ら ば 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面
は 図 ５ に 示 す 画 面 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 か く し て 、 使 用 者 が 本 体 １ か ら 離 れ た 位 置 か ら ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ を 利 用 し て リ モ ー
ト コ ン ト ロ ー ル 使 用 と す る 状 況 に お い て は 、 Ｇ Ｕ Ｉ 用 の ス イ ッ チ が 自 動 的 に 拡 大 表 示 さ れ
る 。 従 っ て 、 使 用 者 は 、 離 れ た 位 置 に あ る 表 示 部 ２ ０ に 表 示 さ れ た ス イ ッ チ の 機 能 を 的 確
に 判 別 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 使 用 者 は 、 誤 り 無 く 、 ス ム ー ズ な 操 作 を 行 う こ
と が で き 、 こ の 結 果 と し て 効 率 良 く 検 査 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お Ｇ Ｕ Ｉ 用 の ス イ ッ チ の 場 合 、 実 施 す る 検 査 の 内 容 に 応 じ て 拡 大 対 象 を 異 な ら せ る よ
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う に す る こ と に よ り 、 さ ら な る 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 腹 部 一 般 検 査
に 対 し て は 「 Multi-Freq」 「 Focus Position」 「 2D Gain」 「 2D-IP」 「 FrameRate」 な ど
が 、 ま た 腹 部 コ ン ト ラ ス ト 検 査 に 対 し て は 「 FEI Rec On/Off」 「 Timer On/Off」 「 Acoust
ic Power」 「 2D FrameRate」 「 2D IP」 「 2D DR」 「 Number of Shots」 な ど を そ れ ぞ れ 拡
大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト と す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 被 検 体 内 部 画 像 が 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て 表 示 部 ２ ０ で 表
示 す る 画 面 の 一 例 を 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す 。 図 ８ は 被 検 体 内 部 画 像 が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ
れ る 画 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ は 被 検 体 内 部 画 像 が 拡 大 さ れ た 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ に 示 す 画 面 が 表 示 部 ２ ０ に よ っ て 表 示 さ れ て い る と き に 使 用 者 が 本 体 １ か ら 一 定 距
離 以 上 離 れ る と 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 は 図 ９ に 示 す 画 面 に 変 更 さ れ る 。 使 用 者 が 本
体 １ の 近 く に 戻 る か 、 図 ９ の 画 面 に 変 更 し て か ら 規 定 時 間 が 経 過 す る か 、 あ る い は 使 用 者
に よ り 拡 大 解 除 が 指 示 さ れ た な ら ば 、 表 示 部 ２ ０ が 表 示 す る 画 面 は 図 ８ に 示 す 画 面 に 戻 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 と こ ろ で 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 被 検 体 内 部 画 像 を 使 用 者 の 指 示 に 応 じ て 変
更 す る 機 能 は 既 存 の 超 音 波 画 像 診 断 装 置 に お い て 実 現 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 画
像 診 断 装 置 で は 、 そ の よ う な 機 能 も 備 え る と す る な ら ば 、 使 用 者 に よ り 設 定 さ れ た 表 示 サ
イ ズ を 標 準 サ イ ズ と す る 。 そ し て 図 ９ に 示 す よ う な 拡 大 表 示 に お い て は 、 使 用 者 に よ り 設
定 さ れ た サ イ ズ に 対 し て 予 め 定 め ら れ た 拡 大 率 で 被 検 体 内 部 画 像 を 自 動 的 に 拡 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 か く し て 、 断 層 像 な ど の 被 検 体 内 部 画 像 を 利 用 し た 検 査 を 行 っ て い る と き に 、 使 用 者 が
本 体 １ か ら 離 れ た な ら ば 、 被 検 体 内 部 画 像 が 自 動 的 に 拡 大 表 示 さ れ る 。 従 っ て 、 使 用 者 は
、 離 れ た 位 置 に あ る 表 示 部 ２ ０ で の 表 示 画 面 を 確 認 す る 場 合 に 、 被 検 体 内 部 の 様 子 を 的 確
に 判 別 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 誤 診 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 効 率
良 く 検 査 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 使 用 者 が 本 体 １ か ら 離 れ た 場 合 、 す な わ ち 表 示 部 ２
０ を 遠 く か ら 目 視 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 表 示 中 の 画 面 に 含 ま れ る オ ブ ジ ェ ク ト の う ち
の 一 部 の 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 表 示 す る 。 こ の た め 、 使 用 者 は 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク
ト を 的 確 に 把 握 す る こ と が 可 能 で あ り 、 効 率 よ く 検 査 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 前 述 し た よ う に 拡 大 表 示 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 表 示 し な い オ ブ ジ ェ ク ト よ り も
優 先 し て 表 示 す る 場 合 、 拡 大 表 示 し な い オ ブ ジ ェ ク ト の 目 視 が し 辛 く な る 。 し か し 本 実 施
形 態 に よ れ ば 、 拡 大 表 示 を 規 定 時 間 に 渡 り 行 っ た 後 、 あ る い は 使 用 者 に よ り 拡 大 解 除 が 指
示 さ れ た 後 に は 、 使 用 者 が 本 体 １ か ら 離 れ た ま ま で あ っ て も 標 準 の 表 示 に 戻 す 。 こ の た め
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト 以 外 の オ ブ ジ ェ ク ト の 目 視 も 的 確 に 行 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 検 査 内 容 毎 に 個 別 に 設 定 可 能 と し 、
実 施 さ れ て い る 検 査 内 容 に 応 じ た オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 表 示 す る 。 こ の た め 、 検 査 内 容 毎 に
異 な る 重 要 な オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、
拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 使 用 者 の 指 示 に 応 じ て 定 め て い る 。 こ の た め 、 使 用 者 毎 の ニ ー ズ
に 応 じ た 適 切 な オ ブ ジ ェ ク ト を 拡 大 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し れ こ れ ら に よ っ て 、
様 々 な 検 査 の 局 面 に 臨 機 応 変 に 対 応 し た 適 切 な 表 示 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 は 、 次 の よ う な 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。 　
　 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト の 拡 大 表 示 時 の 表 示 サ イ ズ は 、 固 定 的 に 定 め ら れ て も 良 い し 、 使
用 者 の 指 定 に 応 じ て 定 め て も 良 い 。 　
　 測 定 距 離 と ２ つ 以 上 の 閾 値 と の 比 較 に よ っ て 測 定 距 離 を ３ つ 以 上 の 距 離 区 分 に 分 類 し 、
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こ の ３ つ 以 上 の 距 離 区 分 の そ れ ぞ れ で 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト の 表 示 サ イ ズ を 異 な ら せ る よ
う に し て も 良 い 。 あ る い は 、 測 定 距 離 に 応 じ た 拡 大 率 に よ っ て 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト を 拡
大 し て も 良 い 。 　
　 後 日 検 査 の 情 報 と す る た め に 検 査 部 位 を 保 存 画 像 に 記 録 す る 手 段 で あ る ボ デ ィ マ ー ク を
拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト と す る こ と も で き る 。 こ の よ う に す れ ば 、 ボ デ ィ マ ー ク に お け る 検
査 部 位 の 指 定 を 適 切 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。 そ し て こ の 結 果 、 正 し い 検 査 部 位 の 情 報 に
基 づ い た 適 切 な 検 査 を 後 日 に 行 う こ と が で き る 。 　
　 ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ は 、 操 作 パ ネ ル ３ ０ を 省 い て 位 置 検 出 専 用 と し て も 良 い 。 あ る い
は 位 置 セ ン サ ３ １ を 、 超 音 波 探 触 子 ２ に 組 み 込 む よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子
２ や ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ の 位 置 を 本 体 １ 側 で 検 出 し て も 良 い 。 　
　 本 体 １ の 絶 対 位 置 と 、 超 音 波 探 触 子 ２ ま た は ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ の 絶 対 位 置 と を そ れ
ぞ れ 検 出 し て 、 こ れ ら ２ つ の 検 出 位 置 の 相 対 的 な 関 係 に 基 づ い て 距 離 を 算 出 し て も 良 い 。
　
　 磁 気 セ ン サ な ど を 利 用 し て 、 位 置 検 出 を 行 う こ と な し に 直 接 的 に 距 離 を 測 定 し て も 良 い
。 こ の 場 合 に 距 離 測 定 は 、 本 体 １ 、 超 音 波 探 触 子 ２ お よ び ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス ３ の い ず れ
で 行 っ て も 良 い 。 　
　 表 示 レ イ ア ウ ト 等 が 異 な る 複 数 種 の 画 面 を 用 意 し て お き 、 こ れ ら を 測 定 距 離 に 応 じ て 選
択 的 に 表 示 し て も 良 い 。 　
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 表 示 制 御 部 １ ９ の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た 文 字 が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ れ る 画 面 を 示 す 図
。
【 図 ４ 】 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た 文 字 が 拡 大 さ れ た 画 面 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ れ る 画 面 を 示
す 図 。
【 図 ６ 】 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 拡 大 さ れ た 画 面 に 第 １ の 例 を 示 す
図 。
【 図 ７ 】 拡 大 対 象 オ ブ ジ ェ ク ト に 定 め ら れ た ス イ ッ チ が 拡 大 さ れ た 画 面 に 第 ２ の 例 を 示 す
図 。
【 図 ８ 】 被 検 体 内 部 画 像 が 標 準 サ イ ズ で 表 示 さ れ る 画 面 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 被 検 体 内 部 画 像 が 拡 大 さ れ た 画 面 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ … 本 体 、 ２ … 超 音 波 探 触 子 、 ３ … ワ イ ヤ レ ス デ バ イ ス 、 １ ０ … 送 受 信 部 、 １ １ … ス キ
ャ ン コ ン バ ー タ 、 １ ２ … メ モ リ 部 、 １ ３ ， ３ ０ … 操 作 パ ネ ル 、 １ ４ ， ３ ２ … ワ イ ヤ レ ス 通
信 部 、 １ ５ … イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 、 １ ６ … 距 離 測 定 部 、 １ ７ … 設 定 記 憶 部 、 １ ８ … 設 定 変
更 部 、 １ ９ … 表 示 制 御 部 、 ２ ０ … 表 示 部 、 ３ ０ … 操 作 パ ネ ル 、 ３ １ … 位 置 セ ン サ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：无论用户靠近超声诊断成像设备的情况还是远离超声诊断
成像设备的情况，都使用户能够准确地观看显示器，从而能够进行有效
的诊断。 。 提供显示单元20，并且位置传感器31和距离测量单元16测
量显示单元20和用户之间的距离。 显示控制单元19更新存储在存储单元
12中的屏幕数据以控制显示单元20，使得由显示单元20显示的图像根据
所测量的距离而改变。 [选型图]图1
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